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研究開発成果の概

要 

波高センサの低価格化・低消費電力化・小型化という課題を解

決するために、超高感度な MEMS のピエゾ抵抗型カンチレバー

をセンサ素子とする差圧センサという技術シーズを用いた波

高センサを研究開発し、試作した波高センサを用いた実証実

験に取り組み、その有用性を示した。 

 

総合評価 

センサモジュールがゆえにシンプルな構成であり、技術成熟度が高く、実用化も

近い。コスト面の優位性がありテーマは合致しているが、実用化にむけては荒天時・

風の影響下での性能、消費電力などの重要スペックの検証を進め、システム化の見

通しを明確にする必要がある。ビジネス面では、センサとしての完成度を高め、応

用先を広く展開し、ビジネスモデルの検討および開発先パートナーとの連携を進め

る必要がある。 
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